
自立をめざして

～アサーションの対話を進める～

居澤結美

「‘‘ひと（もの• こと）とかかわりあいたい"と自ら働きかけていける，いこうとする力をもつ子ども」

は生活科のめざす子ども像である。この力が「自立」への基礎となると考える。この力を育むために，子

どもたちが学ぶ筋道をまず明確に認識し それらを次の課題に活かし角‘に向かえる（「学ぴをデザインする）

ように子どもたちの「なぜ・どうして」を大切にし，繰り返し学習活動を行い，一人一人が主体的に取り組

めるようにと課題の設定や、深いみとりをテーマに研究を進めてきた)

また，より‘‘かかわりあいたい"という気持ちを高めるために自己肯定感が必要ではないかと考えた。その

最も有効な手立てとなるのが「他者（友だち・保護者・教師）から認められる」ことであると考え，個人研究テ

ーマに「アサーション（心地よい関係）の対話」を設定した。

キーワード：生活科‘‘ものづくり",他者との対話，具体物（表現物），自己肯定感，アサーション

1. 「自立」をめざした対話

1. 1. 「アサーション」の対話

子どもたちが課題に向かって話し合う中で，自分の

意見と他者の意見が異なることは多々ある。これは，

学ぴを深めていくうえで必要不可欠なことであると考

える。このようなやりとりがないと自分の考えや思い

は更新されないし，新たな視点やものの考え方も得ら

れない。だから意見が異なることは素敵なことといえ

る。

しかし，子どもたちはそう感じていないのではない

だろうか。話し合いの中で「00くんとちがって」と
異なる意見が出ると，「ぼくの意見だめなんだ」「わた

しの考え方間違ってる」と否定的に自分の意見をとら

えたり，自分自身を否定したりするようなつぶやきや

表情が見られることがある。そして意見を言わなくな

ったり，自分の意見に自信をもてなくなったりする子

がいると感じる。

これでは，対話を深めるどころか，自信をもって意

見を言えなくなってしまう。これを改善するため子ど

もたちに，低学年の初めから，対話（話し合い）とは

「反対」や「違って」という意見が出ることは当たり

前であってそれが課題に向かうために必要なことだと

と伝えていった。

それと合わせて対話に「アサーション」を取り入れ

ようと考えた。「アサーション」とは「心地よい関係」

のことである。まず相手の意見を受け入れて聞く。そ

して自分の意見と比べて，違いや同じところを考える。

それから自分の言葉を発するのである。

この対話で，子どもたちのよりどころとなるのは，

課題である。「アサーションの対話」はどんな相手の意

見でも一度は受け入れて聞くが，そのすべてを取り入

れていくわけではない。きちんと課題と照らし合わせ

るの芯そこで，「00さんの意見は分かるけど，課題

とは少し違ってると思う」とその子に対しての否定と

とらえにくく，課題に対しての反対と，とらえること

ができる。そうすると「決して自分は（が）否定され

ているわけでない（相手を否定しているわけではない）」

という自己肯定感をもった，そして相手も認められる

対話を進めていけると考えたまた，自分の意見を我

慢して、友だちの意見ばかりを受け入れるのではなく、

お互いがいいなと思える答えを導き出せる関係もこの

対話で感じ取ってもらいたい。そこから，課題が解決

されていくという南曲惑や友だちと学ぶことのよさを

経験し，学ぶことの楽しさを感じながら進めてほしい

願う。

この心地のよい対話から「もっと人とかかわりた

い」と思い，自ら‘‘ひととのかかわりあい"につなげ

ていける，いこうとする力こそ「自立していく姿」で

あるといえるのではないだろうかと考えた）

1. 2. 学びをデザインする子どもたち

「学ぶ筋道をまず明確に認識し，それらを次の課題

に活かし解決に向かおうとする」を生活科では「学ぴ

をデザインする子どもたち」と設定している。

対話の中で，筋道を明確に認識するのはとても難し

い。けれど，書いたり，作ったりなどの表現活動を用

いることが低学年には非常に有効な手立てとなる。そ

の具体物をつかって，対話を進めていくことで先に進

むことも，振り返ることもできると考えた

教師は子どもたちの思い・願いをみとること，充分

に表現する時間を確保すること繍！り返口舌動するこ

と）をねらいとして学習を進めていくことを考えた
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2 研究の方法

2. 1. 1課題は子どもたちの思い・願いから

「アサーションの対話」芍述べたように，課題は子

どもたちのよりどころとなる。その課題は，子どもた

ちの意欲や解決したいという思いがわきあがるもので

ないと「アサーションの対話」が成立しない。

そこで子どもたち一人一人が何に興味を持ち，どん

なことを思い・願っているかをみとることが大切であ

る。単元を通してだけでなく，他教科・領域での発言

やつぶやき，そして感想文・日記などの表出されるも

のや休憩時間の様子など，深く子どもたちをみとって

いく必要がある。また，保護者の方と連携を図り，各

家庭の様子などにも目を向けていく。すべて知るのは，

容易ではない。だから，できる範租でみとることので

きる手立てをしていくことが必要であると考える。

そして，子どもたちの思い・願いと生活科として学

習すべき内容を合わせて課題を設定していく。

2. 1. 2 具体物を通して対話を進める

具体物があれば，子どもたちはおのずと対話を始め

ている。なぜなら，具体物があることでなぜ自分はそ

う考えたのか，理由や根拠を（自分が学んできた筋道）

明確にしながら話すことができるからである。

聞く方も具｛枯勿を基に質問したり，相手の意図を考

えたりすることができる。また，そこから先に生まれ

るイメージについて考えたり，課題から少し外れても

お互いに戻しあったりすることができると考える。ど

んな活動においても，子どもたちが書いたもの（ワー

クシート），作ったもの，見付けたもの，持ち帰ってき

たものなど，具体物（表現物）を用いて対話を進めて

いけるようにと考えt:.o

2. 1. 3個からグループそして全体学習ヘ

学習の初めは，個人からスタートしようと考えた。

そして自分の思い・願いを充分に出していく。それが

できれば， 「これ見て」「これどうやって作ったん」な

ど自ら“ひとにかかわろう"という思いが出てくるで

あろう。そこからそれぞれの思い・願いが自己の課題

となり，やがてクラス全体の課題となってくる。

その課題は，自己の課題からクラス全体の課題にな

るので，その内容は明確であり， しつかりと共通理解

できると考える。個から始め，クラス全体となること

で学びのひろがりや深まりがみられていくのではない

かと考えた。

これら 3つを研究方法とすることで子どもたちの学

習意欲を高め，「アサーションの対話」が進めていける

のではと考え，取り組みをはじめた。

3 単元（学習活動）の実際

本単元では初め，学校・学校周辺・自宅近くなどの

“あきみつけ”の活動を行っt.:.aそして，子どもたち

はそれぞれが見付けてきた“あぎ＇を発表した。そこ

で一人一人が“あぎ’のイメージを明確にもつことが

できた。それは，色・感じ（雰囲気）・におい・食べ物・

行事・植物・動物などたくさんあった。

次に，拾ってきた‘‘あぎ’で，子どもたちは思い思

いのものを作って楽しんにその中で「自分たちの作

ったものでおみせやさんをしたい」という思いをつぶ

やいた子がいた3 そこで，クラス全体にその思いを投

げかけてみると，「めっちゃいい」「ぼくゲーム作りた

い」「がっきやさんしたい」とみんなの思い・願いが，

あふれだし，‘‘あきの 1Bおみせやさん”をすることに

なった。一人一人が自分のやりたいおみせやさんを決

め，グループを作った。まずは“あぎ’をイメージし

て自ら考えて書いた商品ワークシートと必要な材料を

基にして， どんなものを作っていくか話し合った）

下記の授業記録はその場面である。

C 1 : 私は絶対，緑のひも使うのはいや。だって，秋

のイメージと全然ちがうもん。秋はこの茶色のひ

もネックレスに使うって決めてたもん。

C2: けどこの前，拾いに行った時は緑のドングリも

あったやん。緑も秋のイメージあるよ。秋でも，

緑の木もあるもん。

C 1 : 拾いにいって，緑のドングリやったのは，木に

ついてたやつやもん。落ちてたのは，茶色やった。

それに，見て，これすごい秋って感じするもん。

（作りたいイメージ図と実際の茶色のひもを見せて）

C2: けど，緑のにドングリつけてもいいやん。茶色

ばっかりやったらアクセサリーみたいにきれいじ

ゃないもん。

C 1: アクセサリーやけど，キラキラのとちがうやん。

秋のアクセサリーやさんだもん。

C3: どっちもいいのに

T: どうしたん。何かあったの？

CI: だって，緑のひも使うってC2がいうんやもん。

T: なんでだめなの？

～中略 (CIとC2がそれぞれ理由を話す）～

T: でC3はどうして，どっちもいいと思ったの？

C3: だって，緑のひも使ったら， ドングリの木は葉

っぱが緑やから， ドングリの木についてるみたい

なイメージやし，茶色のひもやったら，もともと

秋のイメージやから， ClのもC2のも秋のイメ

ージでいいと思うから，どっちもいいと思う。

それにお客さんが選べる方がいいし。ほんとのお

店やさんにもいつばいあるやん。

C 1 : そうかあ。それいいかもねいつばいあった方

がお客さん喜ぶかも。

C2: いいかも。いいかも。じやあ茶色のも作ろ。
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ここでは，具体物である 2種類のひもとイメージ図

を使って，どんなネックレスを作るかを話し合ってい

る。 C1・2ともに“あきのものを使って作る”とい

うこと，そして“おみせやさんを開く（相手意識）"を

きちんと共通理解できている。だからこそ， C3の言

った意見を自然に受け入れることができたのだと考え

る。このグループはこれから，個人で商品を作ってい

くが，お客さんに手に取ってもらいやすいよう，商品

の置き方・並べ方， レジの工夫を考え，常に話し合っ

て決めていたそして，練習の時に見たり，聞いたり

した他のグループもお客さんを意識したそれぞれのエ

夫をしていくことができた3

また，おみせやさんの準備をしているときにC3が

「なんか，しょうてんがいみたい」とつぶやいたそ

れを，全体で発表するとクラスみんなが「いいねぼ

くらのいろんなおみせやさんが集まってるから，“あき

のlBしょうてんがい”にしよう！」となった。ここ

から，クラス全体が自分たちグループのおみせやさん

のイメージから，この lB教室をどんな“しょうてん

がい”にしていきたいかを考え出しt¼
C3: しょうてんがいやから，入り口に大きな看板が

あったらいい思う。

T: どのくらい大きなの作るの。

C4: 黒板くらいでっかいの。

C5:2つ！

T: どうして。

C6: だって， A組さんからも， C組さんからも見れ

た方がいいし。“しょうてんがい"やもん。

C7: 入り口と出口あるやん。

C8: でっかいの2枚！

C9: そしたら，上からなんかつるしたい。

ClO: いいね。まつぼっくりは！

そして，子どもたちは‘‘しょうてんがい”のイメー

ジを伝え合い，どうするか考えた。おみせやさんのエ

夫はお客さんがどう思うかに絞られていに例えば，

今まで一点物で時間がかかる商品ばかりを作っていた

児童が，「お客さんたくさん来て，売り切れたら困るも

ん（お客さんが）。だから，いつばい作れて，おもしろ

いのがいい」とグループで話していた。

これはおもちゃやさんの商品づくりの様子である。

c①：どうしてこれ2つにしたん。

c②：だってここにあった方が，入りにくくなって難

しいからおもしろいもん。

c③：お客さんは困るかもよ。

c②：じゃあ1回やってみて。おもしろいから。

c① ：やりたい。やりたい。いくで。うわっ。ほんま

や。難しいけど，おもしろい。ぼくも作ろ。

c③：私もやってみたい。ほんまや2つ目を入れるの

に伝えている。

図1 具体物をつかって・個から全体へ

4. 単元の考察 (3に対する考察の言葉）

子どもたちの「やってみたい」という思い・願いか

ら始まり課題を設定したことで子どもたちは意欲をも

って活動に取り組むことができにそして，課題が明

確であるため，「秋のイメージで，お客さんがどう思う

か」ということを理由や根拠にして対話を進めること

ができていたっ

自分が出した意見に反対が出ても，それが「お客さ

んは喜ばないことや秋のイメージではないもの」であ

れば，すぐに納得していたまた，「お客さんが喜ぶも

のを作りたい」という思いが同じであると分かるとな

んとかお互いが納得する方法を考えようとしていt.=-o
相手の意見を受け入れ，課題と照らし合わせ，自分の

考えとも比べる対話することで，課題からずれても考

-76-



え直すことができ，より深い考えを生み出していた。

また，具体物が常にあることで，子どもたちの対話

は，ぶれることなく進んでいったまた，イメージを

伝えるときも，そのものを使って伝えるので，「やっぱ

り，これはここにはくつつきにくいから，こっちに変

える？」や「これ思ってたより小さいから，大きく書

くようにしよう」とよりよいものを作り上げることが

できていた）そして，自分の言葉で伝えることができ

ていた。自分が作ったものは， 自分の思い・願い・考

え・エ夫が詰まっている。それを一番うまく伝えられ

るのは，自分である。だから，友だちに話すときも，

お客さんに商品の説明をするときも，自分の言莱で伝

えることができる。また，質問されても同じである。

これは，‘‘ひとにかかわりたい"という思いがより高ま

り，自分に自信がもてることにつながると考える。

初めは緊張して，自らかかわりをもちにくかった子

も，繰り返口甜功を行うことで，伝わりやすい言い方

を考えたり，表情がやわらくなったりしていた。

そして，個人から活動を始めることで，子どもたち

は自分の思い・願いを明確にとらえることができたと

感じる。グループのときも，みんなの思いは課題に向

かい，全体でもそうだった，いきなり，全体というこ

とも可能だが，自己の課題をもたないままに全員が課

題に向かうのは困難であると考える。スモールステッ

プを子どもたち自身が踏んでいくことで，活動をひろ

げたり深めたりすることができると感じた。

これらを通して，学ぶ筋道をまず明確に認識し そ

れらを次の課題に活かし角力決に向かえる（「学びをデザ

インする」）ができたと考える。自分の今していること

や困っていることを理解すること，それをどうすれば

解決できるかを考えることなど，様々な筋道が対話を

通して，認識することができ，それを次へ次へと活か

、ヽ室三孝→ e 

図2"あきの1Bしょうてんがい＂

最後にC3は，自分の一言が友だちのものづくりに

大きな影響を与えたことを感じ自信をもてたようだっ

た。それまで自分の思いは秘めていることが多かった

が，全体での発言が多くなった。それだけでなく「“し

ょうてんがい”のポスター作ってきたんやけど。上か

らつるせる？」と言って行動することも増えt.::.aまた

他教科・領域でもより積極性が見られたり，休憩時間

など友だちに自ら話しかけたりするようになった

5. 成果と課題

子どもたちの思い・願いから課題を設定すること，

具体物を使った対話を進めること，個からグループへ

そして全体に学習を進めること，どれも自己肯定感や

学びの筋道を明確にとらえることの手立てとなったと

感じる。子どもたちが学びの筋道をとらえていること

は，学習の様子・ワークシートなどをみとっていくこ

とで正確に把握することができたっしかし，自己肯定

感はそうではなく，教師の主観が大きくはたらいてし

まう。ワークシートに，「お客さんがきて，すごくうれ

しかったです。ぼくの作ったものがたくさん売れまし

た」と書いていて，この児童の活動の様子が前よりも

意欲的になったとしても，それが『自己肯定感が高ま

ったからだ』とはっきりとは言い難い。ただ，自分に

自信をもち活動に取り組んでいることは事実である。

表情・活動の様子・友だちとのかかわり・学校生活で

の様子など様々な場面でそれば惑じられる。

この教師自身の“感じられる”を目に見える形にで

きれば，より正確なみとりと手立て伎：援）をするこ

ができるのではないかと考える。今後，子どもたちへ

のアンケート内容やみとりの視点を明確に定めて，少

しでも自己肯定感が把握しやすいようにし，この取り

組みを続けていきたいと考える。

図3 お客さんとかかわっている様子
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